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CAI を中心 と した学習の 個別化
一算数科に おける CAI の実践を通し て 一

大里　朝彦
’1

、 小林柳子
り 2

　相模原市教育委員会は、 昭和 61 年度 「フ ロ ン テ ィ ア ス ク
ー

ル 研究構想」 を計画し、 そ の 「研究構想」

の 中で 、 本校は 「パ
ー

ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー

タ を活用 し て 授業改善を図る 」 と い う課題で実践を進め て きた。

「一人ひ とりを生かす学習指導の 研究」 （− CAI を中心 とした学習の 個別化
一
）とい うテ ーマ の もと 、

パ ソ コ ン の持 つ 多機能性 、 個別化指導へ の 活用性 、 子 ども自身に よる利用性等を積極的に 生 か す中で 、 全

児童の 個人差に迫 る学習指導法研究の 一環 と して の CAI 研究に取 り組ん で 6 年目を迎えて い る 。

〈キ
ー

ワ
ー

ド＞　 CAI 　 算数教育　個別化　6 段階学習指導過程　個人差　分岐

1．研究の 概要

1．本校パ ソ コ ン 活用の 基本姿勢 10ヶ 条

　研究を推進す るに あた り、 本校教育の 全体像 ．

教育内容等を再度見直 し 、 共通認識す るなか で、

次の ような研究 の 基本姿勢を設定 した 。

2 ．研究の 基本方向

　CAI を中心に 、
　 CL 指導 、

　 CMI 面へ の取り

組み等を推進す る 。 それぞれの 理論を再確認 しな

が ら 、 理論 と実践 の調和的構築を図 ると ともに 、

コ ン ピ ュ
ータの統合的 ・ 有効的活用の

一
層の深化

・ 充実を図る。

  本校教育活動の 中に、有効、適切にパ ソコン活

　用を位置づ け る 。

  全教職員 、全児童がハ
’
ソコンに慣れ 、親しむ 。

  児童一
人ひ とりの個に迫 る授業改善研究

　 の
一

環 と して 、
パ ソコンを有効 、 適切に活用す

　 る。

  一学級児童数以上の パソコン台数（65台）を所

　有 して い るとい うメリットを積極的に生か して

　 い く。

  当面は、算数科申心 の CAI研究とす る 。

  特別活動や促進学習にもパ カンを活用する

  個le迫 る学習指導過程の基本型を おさえ

　 る 。 （6段階学習指導過程）

  素朴で も、自作ヲフトDxア作成に力点をお く。

  CAIコースウxア作成の視点を し っ か りともつ 。

  自作ソフト以外に 、 市販ソフトや他校 、 他機関作

　成ソフトも活用 して い く。

　以上の 10ヶ 条の 基本姿勢は、 6年目を迎えた現

在で も色あせ る こ とな く、 研究の 根底に脈々 と流

れ て お り、 こ れを基盤 とした研究の 方向は新たな

広が りを見せ て い る 。

＊10HSATO 　 Tomohiko　 相模原市立淵野辺小学校

＊2　KOBAYASI　 Ryuko　　相模原市立淵野辺小学校

8 ．研究の 視点

（1）一人ひ とりを生かす授業実践

　個性や能力の異 なる子 どもを 、 どの場面に どの

ように かかわらせ 、 生か して い くか は大切な こ と

で ある 。 そ の ために は 、 ね らい に即 した指導内容

の設定 、 協力指導体制の 推進 、

一斉授業 の よ さの

活用、 画
一

授業か らの 脱皮、 個々 の 学習活動の方

向づ けや軌道 の修正 等に心がけな ければな らな い 。

　本研究は 、 こ の指導理念の基に 、 六段階授業仮

設 を検証で きる教材の 分析 ・ 検討、 課題の 具現化
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

を通 して 、 児童に形成的な項 目設定によ る ス モ ー
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ル ス テ ッ プを踏 ませ 、 学習にお ける成就感 ・ 達成

感 。 協力の喜びを個人で 、 また、 集団の 中で 体得

させ る学習活動 をめざ して い る。

　これ らを具現化し 、 実践に よる成果を期待す る

ため には 、 徹底 した教材研究、 個人理解、 好まし

い 学習母体づ くりの 推進充実な ど が 学習 を支え る

要素 として 考 えられ る 。

（2） CAI に よる授業実践と ソ フ ト開発

　  　個別 ・ 欄性化 ア プ ロ
ーチ発想を再認識した

’

　　　 CAI コ ー
ス ウ ェ ア の 開発 と実践。

 

 

 

 

 

 

多角 ・ 多様な CAI ソ フ トの 開発 と実践 。

自作既成 CAI ソ フ トの 積極的利用と部分

修正 。

他校 ・ 他機関ソ フ ト （含む他教科）の 検討

と活用 。

児童の 変容把握 。　（簡易履歴情報処理）

系統計算 ドリル （淵 っ 子学習）の 活用。

速進 ． 未到達児童 へ の フ ォ ロ
ー
指導の充実。

 

 

 

）

 

 

　

　

　

（3

 

新指導要領 に基づ い た年間指導計画の 作成。

テ ィ
ーム テ ィ

ー
チ ン グの 研究推進 。

学習指導案 の 見直 し 。

リテ ラ シ
ー育成指導

CAI 場面に おける意図的 ・ 機会的指導 。

各学年段階に応 じた コ ン ピ ュ
ータ リ テ ラ シ

ー指導 （ロ ゴ 指導）の計画 と実践 。

児童 の 主体的活用の 工夫 。

（4） CMI 等と淵 っ 子活動

　  特別活動等におけるコ ン ピ ェ
ー

タ リテ ラ シ

　　　 ー指導の拡充 。

　  他校 ソ ブ トの 整備 と活用。

  各種ア プ リケ
ー

シ ョ ン ソ フ トの 効果的利用 。

　以上の 視点を も とに 、 個人差に応じた指導、
コ

ン ピ ュ
ータの 有効 ・ 適切な教育的活用 、 算数科新

指導要領の 精神を生か した指導の 研究を相乗的 ・

有機的に推進して い る 。　（図 1参照）

図1　研究の基本構想 研 究 課 題

パ ー
ソ ナ ル コ ン ビ ニ

ー
タ活用に よ フ 　ロ 　ン テ 　ィ 　ア

る学習の個別 化 ● 多様化 砂 F究 イ髯 想

研 究 の 方 向 研 究 の 視 点

・ 児童理 解を通 し、 人 間尊重の 教育観 研 究 主 題 ・ 一人ひ と りを 生 か し、 よ り よ い授業

の 創造を 目指 した授業 改善を図 る。・ 児童 観 の 問 い 直 しをす る 。
・一斉授 業の 良 さを積 極的に評価 し 、

一人ひ と りが 生 き る学 習 ・ 全職員で か か わ る研究体 制 を 作 る。

同時 に そ の 問題 点に 着 目 しながら、 指導 の 研 究 そ の ため 、 年次 的段階 的な 研究計画

コ ン ビニータ利 厘 に よ る授 業改善 を を 立て る。

図る 。

一CAI を中心 と し た ・ 市教育委員 会 （指導課 ・ 教育研究所

。 学 習の 個別化 ・多様化 の実現の た め 学習の 個別化一 及び その 他 研究所団 体） と連携 を と

り、 研究 を 進め る 。に 、ふ だ ん の 授業 と CAI の
一体化

を図 る 。 “

教 師 の 姿 勢 め ざ す 授 業 像

・教材研 究 の 推 進、充実 霆…
・ 一斉 授業 の 中 で 、 児童

一
人ひ とりが

写
生 き る算 数科 の 6 段階学習 指導過程・ 個 人理 解 の 推進、 充実

． 好 ましい 学習母体作りの 推進 、 充実 授 業 改 善 の基 本型 を 重 視 す る。
・6 段階学習纈導 過程を原則 とした指

｛L
導 を展開す る。

」、旨

パソコンを表現の友だちに パソコンを学習の友だちに」 パソコンの自然な広がり

。児童の主体 的、創造 的パ ソ コ ン の 取 ・児童の 能 力や 適性 （個 人差） に応 じ ・本 校教育 の い くつ か の 場面に 自然 な

り組 み と リテ ラ シ ーの 育成 を國る 。 た 個別学 習を進め る。 広 が り、 馴染 み つ つ ある パ ソ コ ン の

活用 （含 む CMD の 漸進を 図 り、

授業改善 に資 す る。

（ロ ゴ指導 等） （算数科指 導） （淵 っ 子 活動と CMI ）
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H．算数科 へ の コ ン ピ ュ
’一

タ利用

1． コ ン ピ ュ

’
一タ利用の 基本的視点

（1）算数科 へ の コ ン ピ ュ
ータ活用の基本的考え方

　算数科へ の コ ン ピ ュ
ータ利用の具体的基本方向

と して 、 以下の 3 点があげられる 。

  コ ン ピ ュ
ータ の 利用に よ り、 学習指導方法の

　改善 ・充実を図る 。 そ の ため CAI を中心 とする 。

  　 コ ン ピ ュ
ータの 特性、 機能を生か して 、 全て

　の 教科 。 領域等で 多様な利用を工 夫する が 、 当

　面 は、 算数科中心 とする 。

  単な る受身的利用に とどまらず、 積極的に学

　習に取 り組む授業の展開を図る。 こ の ため に ソ

　フ トの工夫や 、 授業に い ろ い ろな活動を取り入

　れ る等、 子どもと子 どもの 触れ合い につ い て も

　配慮す る。

（2）ふ だんの授業 とCAI の
一
体化

　 「一斉授業の 中で の個別化」 「個人差の とらえ

方」　「指導の個別化 と内容の 個別化」 を追求す る

中で 、 ふ だん の 授業と CAI の位置づ けを図 っ て

きた 。

 
一
斉授業の中で の個別化

　子どもをかけがい の ない 人闘とし て尊重し、 子

どもの知識 、 体験、 学習能力、 興味関心、 生活経

験等の個人差に着目し 、 諸側面から多面的に 、

一

人ひ とりが もっ て い る欄性や能力を最大限に伸ば

して い くこ とを目指 して い る 。

  　個人差の とら え方

　個人差 の とらえ方 と して 、 本校で は、 量 的な個

人差 と質的な個人差の 二 つ の 側面を考えた 。

　量的な個人差 として は、 到達度 として の 差 ・ 学

習速度の 差 。 質的な個人差 として は 、 興味関心の

ち が い ・ 問題解決の 手段の 違い な どがあげ られる。

これ らの個人差の諸側面は互k、le関連しあ っ て い

るもの で 、 単独で存在す るもの で はな い が 、 本校

で は、 主 として量的個人差 ・ 主 として質的個人差

の とらえをし 、 そ の指導の 手だ て の 研究を進め て

い る 。

ア ．量的な個人差の とら えとして

a ）到達度の差

　望ま しい学習活動にお い て は 、 基礎的な知識 ・

技能の 習得は欠 くことがで きない。 子どもが 、 主

体的な学習を進め て い く中で 、 基礎的な知識 ． 技

能の 習得状況には違い が あり、 そ の 個人差に応じ

た指導をす る必要がある。

b）学習速度の差

　子どもの学習活動をみ ると、 課題に 対 して の 理

解 ・ 問題の解き方 ・ ノ ・一　5の 記述 ・ 図や具体物で

の 操作 。．計算等の 面で 、

一
人ひ とり学習速 度の 差

がある 。 子 どもの 学習速度の 差を的確に とら え
、

速度の 遅い子 どもにも、 自力で 課題解決に 取 り組

めるような時間や内容をで きるだけ保障して あげ

る 必要があ る。

イ ．質的な個人差の とらえ として

a）興味 ・ 関心 の 違い

　子 どもは 、 学習や生 活の場で 様々 な事象事物に

ふ れ て い るの で 、 興味 ・ 関心の 対象に は個人差が

生 じ る。 で きる限り、 幅広 く子どもの興味 ・ 関心

をと ら え 、 そ の個人差に適合した指導計画を立て

るよ うに した い 。

b）考え方の 違  丶 問題解決の 手段 の 違 い

　子 どもの 問題解決の 方法をみ る と、 何通 りもの

方法で 答 えを導 く子どもが い た り、 図式化して 分

か りやす く説明で きる子もい る。 しか し、 どうす

れば よい か分か らず、 問題解決の方法す ら見 い だ

せ な い 子どももい る 。

　それぞれの 子 どもの 考え方の特徴 ・ 間違い やす

い 傾向な どを把握 し、 考 え方を類型化 し、 誤答分

析 して 、 それぞれの 個人差に 対応する必要が ある 。

  個別化の工 夫

　
一
人ひ とりを生 か す学習指導の基本課程の 構造

図は表 1 の通 りで ある 。 （次へ
’
　“ジ表 1参照）

  普段の授業とCAI の 違い

ア ． 「と く」 段階で の 使われ方

a）ふ だん の授業で は

　 ・ 体験を重視し、 で きるだけ児童の 身近に あり、
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表16段階学習指導過程
診 断 評 価

．一（弓臓 認価）一

評価ポ イン ト学習指導過 程
主な学闇

形　 態
個へ 迫る

主な視点
Lな学習

コ ース

PC 等

使　用

使 用

濃 度

つ

カ ・

．．む一、

見

通

す

　・言果是璽す是万七　・把手屋　・理解

　・
興昧 ・

関心
・意欲

一∴ 好壷翌 ：一墨叢 ∴発表 ＿

　・課題解決 の 見通 し

　
・
方法 の 発見 ・表現

　・一斉

一−匿π冂一一一一一一一一一一一

　・一・斉
　 ・グ ル ープ

　・個人

　
・ペ ア

一一一一一一一齢一一−
・個別化
・個性化
・類型化

一一’一一一一一一一．
・単線型
・複線型

“■胃四1一一一．．四一一一一一一

OI．IPVTRPC

−一一一一一四π一．

PCOHP

ア ナ ラ

イザ
ー

　 ◎
　 ◎

一一一一璽一一．一
　 ●

　 ◎
　 o

と

く

’
ゐ

ー

毟
う

・問題追求 q
厂
庄 ・自プ」

　 解決｝
・
思 考・観察 ・行動 ・実験

　・表現 ・鑑賞 ・しらべ る

1−一一一一一一一一一一一．．一一一一一一岫山齟一一圏．一一

　・相 1孟検討（．集団討言義）

　・思 考
・
発 表

・確 か め る

　・一一・斉
　・グ ル

ープ

　 ・ペ ア

　・個 八

　
・

コ
ー

ナ
ー

　 （広場）

一一一一一一一一一．一一一一一．
　 ・一．一斉
　 ・グ ル ープ

・個別化
・個性 化
・類型化

一山一一一一一n胃丁1r

・単線型
・複線型

一一一一一一一一一一一“

形 成 評 価項
目 に よ る ス

モ
ー

ル ス テ

ッ プ づ く り。
フ ィ

ー
ドバ

・
ソ ク 教 材 の

1臆 （含評価
ポ イ ン ト）．一一冒r1−一一一一罰π一一一

PC
ア ナ ラ

イザ ー

一一一一一一一鹵一
〇HP

　 ◎
　 ●

一一一一一一一罰一一
　 ◎

ま
と

め

．」る一一
た

竺

　
・
まとめ

・
発展

　・解決 ・深化 ・わ か る

四一罰一「1冖丁一．一．一．一一一一一一一一一一幽一一鹵一凵
　・定

・
着 ・応用

　・補充 ・練習 ・次時へ

　 ・一一一斉
　・個人

一一闇1而r−一一一一．一幽一一
　 ・個 人

　 ・ベ ア

　 ・グ ル
ープ

一一一一一一一■一旧“
・個 別化
・個性化
・類型化

剛r曜一一一鹵一．一齟
・単線型
・複線 型

発展 教 材 の

用意（含評価
ポ イ ン ト）
自己評価r1了一一一一一一一一鹵一一’凵

定着教 材の

用意 （含評 価

OIIPPC

−一一旧“一一一一
PCOHP

　 ◎

　 ◎

一一一一一一一一■匿
　 ◎
　 ●

．三巳ゴー∠ 上）．．
総 合 評 価i
娜

’ぐ
評 湖

』

留際 す

　興味の 持て る題材を選ぶ 。 よ り具体的な教材、

　教具を使用 し、 実際に 操作 しなが ら考え させ る。

　 ・
一人ひ と りが 自分な りの考えを持て るような

　教材 。 教具の 充実や発問の 工夫 、 時間の 確保 。

　 （具体物 、 半具体物等補助教具の 準備、
ヒ ン ト

　　カ
ー

ド、 ワー
ク シ ー ト、 チ ャ レ ン ジ カー ド等）

　 ・ 発表時の個入の考 え尊重の ための 工夫 。

　 （氏名札等）　　　
・
　　　　 ・

　 ・ 発表 、 ね りあい の充実 の ため の 意見提示の 工

　夫。 （トラ ペ ン ア ッ プ、 小黒板等）

な どが 、 実践 されて い る。

b）CAI 授業で は

　 ・ 問題理解を助けるため の グ ラ フ ィ ッ ク や、 シ

　 ミュ レ ー シ ョ ン 画面 の 利用 。

　 ・ プレ テ ス トに よ り理解度をはか り、 それ に趨

　応した コ ース ウ ェ ア の設定 。

　 ・ 達成度に応 じた 内容設定で 個々 の 速度や ミス

　に応 じ た農開の 工夫g

　 。 主体性 、 意欲を持たせ るため に 、 興味に応 じ
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　 た資料 、 題材を選 べ る 工夫 。

　 ・ い くつ か ある考え方の 中か ら自分の 学習方法

　 を選ん で 進め る工 夫 。

な どが、 実践されて い る 。

4 ，類型化に見るちが い

　問題解決 ・ 思考 ・ 処理能力 とい っ たも の を 、 A
：下位 、 B ：中位、

　 C ：上位、 と分ける量的な個

人差に おい て は、 CAI の 最も得意 とす る分野で

あ る 。 ふ だ ん の授業で も、 目的を も っ た机間巡視

助言、 補助教材、
ヒ ン トカー ドな ど、 様々な工夫

を試 み て い る。しか し 、

　 ・ 適時性 （
一

人ひ とりの 到達度に 適 した段階、

　タ イ ミン グで 提示で きる）

　 ・ 即時性 （入力に対 し瞬時の反応が ある）

　 。 同時性 （どの 子も無駄な時間を過 ごす こ とな

　 く常に学習で きる）

は 、 LAN シ ス テ ム の CAI な ら で は の 長所で あ

る 。
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田．個に応 U た ソ フ ト作 り

1．ソフ ト開発の必要性

（1）市販ソ フ トの現状

　教育用ソ フ トは数多 く商品化 されて い る。 しか

しそ の 多 くは個人学習を対象に したもの であ り、

ドリル 的内容が多い 。 その 内容も一般的な学力を

想定 したもの が多 く、 個々全員に対応 したもの と

は考え に くい 。 また 、 ネ ッ トワーク上で は作動 し

ない ため学習履歴の収集がで きに くい 。

（2）ソ フ ト開発 の 理 由

　本校では 「一斉授業の中での個別化を 目指す」

とい う こ とを研究の 中心 とし、 教師に よ る ソ フ ト

開発を進めて きた 。 そ の 理由 として 、 次の五点が

挙げられ る 。

  現場の教師が児童の 実態を
一

番 よ く把握 し

　て い る。

  授業の 豊か な経験を生かせ る。

  　教材研究、 教材把握が十分に で きる。

  個 に合わせ た ソ フ トの 修正が可能で ある。

  LAN シ ス テ ム に市販 ソ フ トが の らな い 。

2 ，一
斉授業で の 個園化

（1）量的対応か ら質的対応 へ

　本校の コ ース ウエ ア作成の意識は、 量的個人差

対癒か ら質的個人差対応 へ と拡張 されて きた。 当

初の ソ フ トは 、
コ ース の 流れが直線的で あ り個別

化の 手段で あ る分岐の 仕方も 厂正解」　「不正解」

の 二通 りで 対応 させ たもの が多 く、 学習者の 意識

が反映 されle くい とい う問題点が見え て きた 。

そ こ で 、 分岐の 仕方を工夫するこ とによ り、 少 し

で も学習者の 意志を反映 させた り、 目標到達まで

の コ ース を複線化した り、 また検索させ た り、 と

学習者
一

人ひ とりに 対応 したソ フ ト作 りを目指 し

て い る 。

（2）誤答分析か ら

　
一

人ひ と りに 目標に 応じた学習 させ るために は

誤答分析が必要で ある。 これは 、 学習者が どの よ

うな誤 りをおかすかを想定 し、 その 原因や治療方

法を考 え るため で もある 。 こ の 分析結果を コ ース

の 中 lethかすこ とで個人差に対応で きると考えた 。

　誤答分析の 検討に は 教師グ ル ープ に よ る討議が

必要にな る。 多 くの 教師の 経験や資料を もとに充

分な話 し合い に より、 よりよい誤答分析が可能に

な る Q
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（3）興味 。 関心の 違い か ら

　子 どもの 考え、 興味 ・ 関心は
一
人ひ と りちが う。

それならば目標に 達成す るに も当然子 どもに よ っ

て異な っ た ア プ ロ ーチ の仕方があるはずで ある 。

そこ で メ ニ
ュ
ー画面で の選択とい う手法を とるこ

とになる。

3 ． 「一斉授業で の 個別化」 の ため の 分岐例

（1） メ ニ ュ
・一一画面に よる分岐例

  児童の 興味 ・ 関心に応 じた分岐例

　　　　　　　　　　　5 年 「小数の か け算」

・ 児童が 自分で 学習した い コ ー
ス を選択 して ， 学

　習を進め る こ とが で きる 。

・
一

つ の コ・・一ス が終わると、 また メ ＝ L・3 ・
’一画面 le

　 もど り選択が で きるよ うにな っ て い る。

● 学習速度の 違い によ っ て コ
ー

ス 数が考え て あ る。

  　児童 の 考え方に近い コ ース を選ぶ こ とによる

　分岐例

　　　　　　　　　　　　　　　　5年 「円」

・ 自分の イ メ
ージに近い もの を選べ るよ うに設定

　した 。 また、 そ の 他 の コ ース で は プ リ ン トを使

用 した り、 実物を使 り た りしてい る。

・ い くつ か の コ ー
ス で の確か めをお える と、 問題

が設定 （2 コ ース ： ら くら くコ ー
ス と博士 コ ・一・・

ス ）して あり児童の理解 の 様子を確か め られる

　よ うにな っ て い る 。
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（2）点数による分岐例　（ア カウ ン ト分岐）

L

　 　 　 　

 〉 匝 コモ亟］
．』

（FOO5 ）

プ レ テ ス ト 1

時 刻 読み

獄

（FOO7 ）

　 　 　 2 年 　 「時刻 と時間 」

（FOO4 ）

讐鐸瀛  

わか らないときほ

廻 だけをおしましょ？

プ レ テ ス ト2

　時刻読み

　 　 （FGG6 ）

プ レ テ ス ト3

時 間読み

プ レ テ ス ト4

　時 間の 差

　 　 （FOO8 ｝

プ レ テ ス ト5

　時間読み

アレテスト黼
（F1

驚灘 、e
lth“ i」う畠 紘

澎
（FIO2 》

 

1めもpうごきました。

　 　 　 　 8時16分 1

　 　 ・ プ レ テ ス トに よ っ て 、 数種の経験差を記録 し、 そ の種類に よ っ て分岐 した 。

癬

　　FOO4、005誤答　　　　　　　FOO6、008諮　　　　　　　FGO7謬答　　　　　　　　アレテスト全周正解
〔F218 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔F40D ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F300 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F50Z ）

でん働 ・（る配 （は　　　 i

騰 Ol
儺 1；

噛
団 i

1− …　 割

　あれ 2．’
きユ う欄 だ

 

1　 讎

　　　　．．＿上
　き ユう戯 んそく鵡

　なん｝躙 とい う時間の

　へんき二 うをしよ
・
〕．

L＿ ＿ 」
（F30 η

らこ（しそうだ。

犠 　　 

　　　　　　　　葺
（F219 ）　 　 　 　 　 　 　 （F4011 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （F 聞 3）

が め ん の時計ヒ

襲黜 …  
をおしまし」う

〆

售よう日コ ーλ です。

繍甑  
しまし 二 う唇

罅 lI

瓢 三；鵬 ， 
なが い は 1｝が 1め もりうごき．
互分問たちます，

　　　　　　　　　釐；
一

やったあ

ぎりぎリセ
ーフだ

 
　　　　　　　薩

　　　　　　　　　睡
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（3）誤答に よる分岐例

5 年 　 r三 角形の 面積」

  013）

乎翩 励ら、ヨ1繍 を轍 とき

砿と答えを書きましょう，

Gq
幽

占
答［ ｝炉

正答

FOO13−10｝ 麺嚇 、 （FOm3−20） N÷2漁い （FOO13−30〕 答嚇 、

平行四辺澎から、 三角働面積を求めたときの 亨行四辺形かち、 三角髟の面積を勳たときの 平刪 働ら、ヨ嬲 を鯲 とき

式と翻 臆 しょう。 式と飜1臆 しょう。 式と疑1轤 しめ。

「
目幽

、 「

ヒント

平艦 し催

鼬・高さ畷さ｝

朽
qc晒

　ヒント

三鯱纏騰

瓣 繍÷2

屑
q び n

屯

　ヒント

黼 ってい對。

もう讎 をしてこら

へα t ど繊博 か，
幅 轍

＝ 鷽日訟
榊 形 ・ 藤

〔 ＝

答口 ・ゴ

［ ＝

答匚 ユメ

4  

正解者 は 長方形 コ ー
ス に 進む

。 ソ フ トの 作成にあ た っ て は、 プ レ テ ス トを行い児童の 実態をふ まえ 、
コ ー

ス 作 りを してい る。

。 プレ テ ス トで 見 られる児童の実態を コ ー
ス 上で どう生かす かが 、 学年の 中で の 話合 い の 申心にな る。

特に治療 コ ース を作 る の に は 、 工 夫が要求され る。
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4 ．CAI に お ける評価

　 CAI は教師の 指導観 、 指導技術 、 子 どもの 学

習状況、
つ まずき の 発見とそ の 対処等教室で の 指

導を コ ース ウ ェ ア に置 き換え る。 CAI を見直 し 、

教室で の 授業に生 かす 。
こ の 相互作用を大切に す

べ きで ある 。 こ の相互作用が、 CAI 評価であ る。

　本校で は CAI に おける評価として 、

　　  「授業の 分析 と考察」

　　  「学習履歴情報の 活用」

　　  「作成者によ る評価」 「技術者に よる評価」

　　　 r学習者 の 評価」

の 8 つ の 方法を と り てい る。

　  と  は、 主に人的で ある。   は コ ン ピ ュ
ータ

利用に よるハ
ー

ド的な もの で ある 。

（1）授業分析と考察

　実践後は 、 授業に 関する個々 の 考え に対する手

だ て に 考察を加 え る ととも に 、 ソ フ トの作成上の

工夫や問題点の 洗い 出しをお こ な っ て い る。 計画

段階で は児童の様亙 な 考え方を予想 し、 類型 化し

て手だ て を講U て い るが 、 実際には予想 しえなか

っ た考え や実態が み られ 、 CAI の 綬業で も普段

の授業で も、 後に そ の 結果を生かすよ うに して い

る 。

（2）学習履歴情報の活用

　授業中の 子 どもの 応答は 、 簡易履歴情報 ・ 学習

履歴情報と して記録 される。 そ の ために 、 子 ども

全員の 学習状況を教師画面に提示した り、 印刷し

た りして 、 クラス 全体の学習情報 として把握で き

る 。 こ の 情報 と CAI に お ける授業記録と合わ せ

て分析するこ とが大切で ある 。

（3）ソ フ トの 修正 と充実を求め て

　 昨年度まで作 られた ソ フ トも、 次に挙げる観点

をもとに本年度も見直 され、 修正が加え らた 。

　  わか りやすい課題の提示

　　 （語句の 使い 方や画面に 出て くる文字の 量 と

　　　大 きさなども含む）

　  幗に あわせた分岐 の 仕方

　  見やす い色の組 み合わせ

　  画面構成の統一

　  励み に なる KR 情報

　  適切な治療やヒ ン ト

（4＞ソ ブ トの修正例

　 6年 「対称な図形」

　 （点対称の図形の か く手順 を学習す るソ フ ト）
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。 修正前 単線型 ソ フ ト

・ 修正後 検索型 ソ フ

　か き方の わか らな い と こ ろを自分で メ ニ
ュ
ー画

面か ら選べ るように 修正をした 。

5 ．CAI ソ フ ト開発の 課題　
’

（D 子 どもの 思考を重視 した類型 。 複線化

　 CAI で の 様々な分岐も、 子 どもの実態を考慮

して 思考パ ターン を想定す るが 、 予想外の 子 ども

の反応もあ り十分とは言い 切れな い
。 全員の 思考

パ ターン を網羅する こ とは無理に せ よ 、 よ り個 IC

応 じたソ フ トを作成す るため に は、 学習履歴情報

な どを効果的に活用し て 子どもの 思考過程を十分

に把握 し、 分析 ・ 考察す る必要が ある 。

（2） CAI シ ス テ ム の バ ージ ョ ン ア ッ プ

　 ソ フ ト作 りを何度 も行な っ て い る と理解 しやす

い 画面 をつ くるため に
、 よ り高い （複雑）な要求

がおこ る。 時にはシ ス テ ム の 可能性を超 えた要求

もお こ っ て くる。 そ の 要求を満た して くれ るもの

がバ ージ ョ ン ァ ッ プで ある。 子 どもと共 に ソ フ ト

や機器な どが進化を続けて い くこ とが 、 よ りよ い

個別化 につ なが る 。

（3）ソ フ ト開発の 協同化

　 自作 ソ ブ トは教師の 英知の 結集で ある 。 良質な

ソ フ トを作成 して 利用す るまで に は、 構想の 段階

から教師集団に よる理論研究 、 具体的作業 、 操作 、

研修等の 様々な欠か せ ない 要素がある。 ソ ブ ト開

発の過程の中には 、 多 くの教師の協力や、 他機関

との提携が必要で あ ると思われ る。
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